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東京都立府中療育センター新聞 第５４４号 

〒１８３－８５５３ 

東京都府中市武蔵台２－９－２ 

 東京都立府中療育センター 

 電話 ０４２（３２３）５１１５ 
 FＡＸ ０４２（３２２）６２０７ 

 ３月７日、府中市にあるNPO法人｢ブックントイ｣さんをお招きし

て、｢おもちゃと遊ぼう会｣を開催しました。ブックントイさん

は、おもちゃコンサルタントの方が選んだ楽しいおもちゃがたく

さんある子育てひろばで、クリニックとも連携しています。セン

ター移転前に１度来ていただいていて、翌年以降はコロナ禍のた

め休止していました。今年は対象を入所部門のみとし参加人数に

制限を設けた上で、久しぶりに来ていただくことができました。 

 当日、会場の多目的ホールと活動室５には、｢音を楽しむ｣｢目で

楽しむ｣｢まわす｣｢たたく｣｢にぎる・ひっぱる｣等をテーマにした

様々なおもちゃが並びました。きらきらした宝石の埋まっている

大きなこまにうっとりする人、おさかなシロフォンの澄んだ音色

をリラックスした表情で聴いている人、坂道を転がるどんぐりの

おもちゃの競争に盛り上がる人達、と利用者の皆さんはそれ

ぞれ気に入ったおもちゃと向き合い、五感でおもちゃとの対

話を楽しみ、賑やかで豊かなひと時を過ごしました。 

 今回は、ブックントイの皆さんとはおもちゃのアドバイス

をいただきながらもディスタンスを取った関わりでしたが、

次回はもっと近くで交流できることを願っています。ブック

ントイの皆さん、ありがとうございました。 

 

都立府中療育センター新聞 第５４４号 発行日 令和５年４月３０日 

お楽しみ会 「おもちゃと遊ぼう会」 

着 任 挨 拶 

○ 看護担当科長 古田 環（ふるた たまき） 

 

 小児総合医療センターから異動してまいりました古田です。５年前に府中療育セン

ターで３年間お世話になり、駒込病院で４年間、小児総合医療センターで１年間勤務し

戻ってきました。職員の方から「おかえりなさい」などの声があり、とても嬉しく感じ

ています。 

 令和２年６月に新センターが開設され、セン

ター内はとても明るく開放感のある作りになって

いて、働きやすい環境だと思います。このような

環境の中で、「利用者さんの生活をより豊かなも

のに」というセンター理念のもと、職員の皆さん

と一緒に頑張りたいと思います。そして職員がや

りがいをもって働けるよう、力を尽くしたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。  

○ 地域療育支援担当科長  星 千賢（ほし ちかし） 

  

 ４月１日付の人事異動で地域療育支援担当科

長に着任しました星です。府中療育センターに

勤務して４年目になります。前職は医療福祉相

談室の課長代理として、短期入所、長期入所の

入所調整や入所利用者のサービス管理責任者、

苦情相談窓口等を担当していました。 

 今後も、利用者に寄り添う療育を大事にし

て、質の高い療育と医療サービスを提供してい

くため地域療育支援科で職員一丸となって力を

合わせて取り組んでまいりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

生活療育支援科 石田 泰美    

 ３月３０日（木）、多目的ホールにて「スプリング

コンサート」を開催しました。演奏してくださったの

は、医学部の学生の管弦楽団の弦楽奏者(６名)です。

平成２４年より代々引き継いで毎年来てくださってい

たのですが、新型コロナ流行のため、今回４年ぶりの

コンサートとなりました。「となりのトトロ」「世界

に一つだけの花」「Believe」等、親しみのある曲をた

くさん、こちらから事前にリクエストした曲も取り入れて演奏してくださいました。「四

季より『春』第１楽章」では、さすが管弦楽団という感じの迫力いっぱいの演奏を聴くこ

とができました。今回は感染対策のため、残念ながら入所部門の方のみを対象とし、１病

棟あたりの参加人数を制限しましたが、バイオリン、ビオラ、チェロの生の音色にリラッ

クスした表情を浮かべる人、明るい音楽に身体を揺らしてはしゃぐ人等、利用者の方は日

常から離れ、美しく楽しいひと時を過ごすことができました。 

 今後もこのつながりを大切にし、次回はもっとたくさんの利用者の方が楽しめるように

なると良いなと思っています。管弦楽団の皆さん、ありがとうございました。 

スプリングコンサートを楽しみました♪ 
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退 任 挨 拶 

○小児科医長 齋藤 菜穂（さいとう なほ） 

この度、小児科医長となりました齋藤菜穂です。2007年秋にセンターに参りましてから

早１５年、痙縮治療チーム、緩和ケアチーム、そして意思決定支援チームと新たなチーム

の立ち上げにも関わってまいりました。これらが何とか継続し、

徐々に形になってきているのは、ひとえにチームメンバーをはじ

め各職種皆様のご協力の賜物と感謝しております。この３つの活

動に共通する思いは、利用者に楽に(苦痛なく)、本人らしくその

人生を楽しみ、全うしていただきたい、ということです。そのた

めには利用者、家族、そしてケアをするスタッフが、共に悩み、

総合的に考えてその方の最善をめざすことが必要で、そのお手伝

いを各チームの特徴を生かして少しでもできればと考えていま

す。まだまだつたないところも多いですが、今後ともご指導、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

○前看護担当科長 小関 次子（こせき つぎこ） 

府中療育センターに着任してからの激動の４年間を振り返ります。 

2019年４月 初めて訪れたセンターの建物の古さに驚きを覚えました。そし 

て新施設を建設中であり、次年度には引っ越し予定とか…元号は平成から令和へ。 

2020年３月 新型コロナウイルス感染症の影響により、突然新任研修等をオンライン 

で実施するとのこと…こりゃ大変だーとなりました。 

同年４月 感染症の影響を受け、日常生活は一変しました。その中 

でも新施設への移転準備は着々と進められ、５月末には順調に引っ越

しが完了しました。感染症患者を受け入れるホテル夜勤も経験し、得

体の知れないものと戦う不安を体感しました。 

 

 2021年 記念すべき東京オリンピックが７月開催。 

様々な場面に胸が熱くなりました。しかし感染症は猛威を振るい、 

宴会も外食も遠いものとなっていきました。 

 2022年 少しずつ日常が戻りつつある気配の中、感染者数の増減に一喜一

憂する日々は続きました。 

 同年１２月 FIFAワールドカップの激闘ぶりに早朝から励まされました。 

 そして2023年３月 WBC(ワールドベースボールクラシック)で日本 

が世界一達成！終わり良ければすべて良し！の境地になりました。 

 

このように新型コロナウイルス感染症に翻弄されながらも、細やかな楽しみを 

みつけたり、テレビで観るスポーツ選手に勇気と元気を与えてもらったりしながら過ご

した４年間でした。 

在職中、私に看護の奥深さを教えてくださった利用者さん、センター内で勤務されて

いる職員のみなさま、大変お世話になりました。心から御礼を申し上げます。 

退 任 挨 拶 

着 任 挨 拶 

○前小児科医長 大越 優美（おおこし ゆみ） 

 この度、３月３１日をもって退任させていただくことになりまし

た。職務中全ての職員の皆様に支えられ助けていただき職務を全うす

ることができました。心より深謝申し上げます。本当にありがとうご

ざいました。今後も職員の皆様の御健康と療育センターのますますの

発展を祈念しております。 

 なお、４月からは非常勤医師として、センターで病棟を担当してお

ります。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

○前地域療育支援科調整担当課長 大東 寛宜（おおひがし ひろのぶ） 

このたび、４月１日付けで東京都監察医務院に異動になりました大東です。地域療育

支援科調整担当課長としての在職中、本当にお世話になりました。 

新型コロナウイルス感染症の真っただ中の状態で、在籍していた２年の間、コロナ対

応の兼務のため不在にすることも多かったのですが、

その分、府中療育センターに勤務できる時を大切にし

たいと思って仕事をしてきました。 

地域療育支援科の医療福祉相談室、通所、通園とそ

れぞれの部門での業務に携わる中で、たくさんのこと

を教わりました。利用者の皆さんのことを考え、一緒

に仕事ができて本当に良かったです。 

院長先生はじめセンターの皆さんへの感謝の気持ち

でいっぱいです。２年間、ありがとうございました。 

○前小児科医長 渥美 聡（あつみ そう） 

２２年間勤務し、３月で退職することになりました。私は2004

年に摂食嚥下チームを立ち上げました。多くの職種が集まりチー

ムアプローチを行うことは、当センターでは初めてでした。摂食

に関する問題を解決していくには、あらゆる知識を総動員する必

要があります。誤嚥などに対する医学的知識、摂食時の姿勢調

整、スプーンの持ち方、栄養や食形態のこと、介助方法など様々

です。自分もそれらの知識をつけて利用者の食事する姿を見なが

ら、何が大切かを見極めるよう努めました。ケースによっては難

しいこともありますが、本人が生きようとする力を感じ取り、本

人が幸せになるにはどうしたらよいかを第一に考えるようにしていきました。 

退職後も当センターの摂食外来に月３回来ることになりました。外来ではまた、よろし

くお願いいたします。 

写真 


